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三
月
十
五
日
（
金
）「
二
十
九
名
」
の 

 

六
年
生
が 

立
派
に 

巣
立
ち
ま
し
た
！ 

  

                         

 
 

  

      

原井の三則 
☆場を清める 
☆時間秩序を正す 
☆人間関係を高める 

 

 
第２１６号  令和６年 

３月１５日（金） 
発行・原井小学校 

TEL２２－０８６３ 

 

つ
く
り
だ
そ
う 
 

自
分
の
未
来
！ 

 

令和５年度「卒業証書授与式」校長式辞（全文） 

 
「世に立つ力養わん わが学び舎の名を挙げん」 

昭和四年 今から九十五年前に作られ 百年近くに亘り 歌い継がれてきた 私たち 

原井小学校の校歌には どのような思いが 込められているのでしょうか  

「世に立つ力」とは どんな 力なのでしょうか  

「わが学び舎 原井小学校の名を挙げん」とは どういうことなのでしょうか 

卒業生のみなさん みなさんは どう思いますか 

 

私は 自分自身の夢や希望を叶えるために 挑戦するために必要な力を 一生懸命 

勉強して 身に付けましょう そして 身に付けた力は 自分自身の夢や希望を叶える

ためだけではなく みんなのために 地域のために 役立てていきましょう それが 

「原井小学校で学ぶ意味」 そんな思いが こめられているのだと思っています 

 

みなさんは この六年間 多くのことを学び「世に立つ力」を身に付けてきました  

そして 最高学年となった本年度「身に付けた力」を 様々な場面で 発揮する姿を  

見ることができました 

 私は 今 「小学校の全課程を修了したことを 証する」と 自信をもって みなさん 

一人一人に「卒業証書」を手渡せたことを うれしく思っています 

 

 でも これで 終わりではありません みなさんの人生は 始まったばかり 中学校 

と高校という 次のステージが 始まろうとしています 

中学校で 部活 何をしますか  進学したい高校が ありますか 

高校を卒業したら 働きますか  なりたい職業が ありますか  

 みなさんには 夢や希望が ありますか  

 卒業生のみなさん 

みなさんには これからも 島根県 浜田市立 原井小学校の 卒業生であるという

自覚と誇りをもちながら「寄せて たゆまぬ 波のように」「松の緑が 光輝くように」

自分自身の未来を 人生を 力強く 創りだしていってほしい  

そして 五十年後 二千七十三年 開校二百周年を迎える 母校 原井小学校を 支え

続けてほしい そう 願っています 

 

 二十九名の 卒業生のみなさん 卒業 おめでとう 六年間 よく がんばりました 

 さあ これからです 

 「人生 二度なし」 

「世に立つ力 養わん」「わが 学び舎の 名を 挙げん」 

私たちは これからも みなさんのことを ずっと 応援しています 
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五
年
生
三
十
名
が
中
心
と
な
り 

準
備 

を
進
め
て
き
た
「
六
年
生
を
送
る
会
」
。 

五
年
生
は
も
ち
ろ
ん 

在
校
生
の
思
い 

が
伝
わ
る 

す
て
き
な
会
に
な
る 

そ
う 

思
っ
て
い
ま
し
た
が 
予
定
通
り 

実
施 

 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら 

楽
し
そ
う
に 

準
備 

に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
か
ら 

「
バ
ト
ン
は
見
事
に
つ
な
が
っ
た
！
」
と 

 

誰
も
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 ま

た 

六
年
生
を
中
心
に 

み
ん
な
で

「
開
校
百
五
十
周
年
記
念
ア
ー
ト
」
を  

作
製
。
ご
来
校
の
際
に
は 

ぜ
ひ 

ご
覧 

く
だ
さ
い
。 

   
    

  

  
 

     

 

 

各
学
校
の
保
護
者
と
教
職
員
で
組
織

す
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
へ
の
所
属
は
任
意
で
す
。 

  

近
年 

全
国
各
地
で 

ま
た
浜
田
市
内

に
お
い
て
も 

「
へ
え 

そ
う
な
ん
だ
」
と 

い
う
認
識
が
広
が
り 

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
へ
の 

所
属
に
つ
い
て 

再
検
討
を
求
め
る
動
き

も
出
始
め
て
い
ま
す
。 

 

確
か
に 

会
費
や
役
員
の
負
担
な
ど 

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

た
だ 

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
に
所
属
す
る
か
否
か

に
関
わ
ら
ず 

我
が
子
が
原
井
小
に
在
籍

し
て
い
ま
す
の
で 

保
護
者
と
し
て 

様
々
な
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
も 
杉
本
会
長
さ
ん
を
は
じ
め  

多
く
の
役
員
の
皆
様 

そ
し
て 

保
護
者

の
皆
様
方
に 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後 

学
校
と
し
て
も 
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て 

検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

な
お 

「
ベ
ル
マ
ー
ク
等
の
回
収
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は 

学
校
よ
り 

提
案
し

協
議
の
結
果 

「
中
止
」
と 

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で 

永
年
に
亘
り

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を 

感
謝 

申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

ま
た 

「
学
校
だ
よ
り
」
は
来
年
度
よ
り 

地
区
評
議
員
で
は
な
く 

「
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」
に 

配
布
協
力
を
依
頼
し
て

お
り
ま
す
旨 

ご
承
知
願
い
ま
す
。 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
や
自
家
用
車
に

よ
る
登
下
校
児
童
の
増
加
等
を
踏
ま
え 

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

            

 

今
後
の
予
定 

 

○ 

四
月
八
日
（
月
） 

 
 

・「
着
任
式
」「 

始
業
式
」 

○ 

四
月
九
日
（
火
） 

・「
入
学
式
」 

※ 

来
年
度
は 

全
学
年
参
加
で
実
施
。 

 

○ 

四
月
十
八
日
（
木
） 

 
 

・
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査 

 
 
 

（
六
年
生 

対
象
） 

○ 

四
月
二
十
日
（
土
） 

 
 

・「
学
習
公
開
日
」 

 
 

・「
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
」 

 
 

・「
学
年
懇
談
会
」（
役
員
選
出
） 

○ 

四
月
二
十
二
日
（
月
） 

 
 

・
振
替
休
業
日 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

令
和
六
年
度
も 

応
援 

よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
！ 

  

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め 

ふ
る
さ
と
先
生 

見
守
り
隊 

民
生
委
員 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

そ
し
て 

育
成
会  

保
護
者 

地
域
の
皆
様 

令
和 

五
年
度
も 

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
に 

よ
り 

無
事 

終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う 

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
「
安
心
・
安
定
・
成
長
」 

に
は 

皆
様
方
の
お
力
が 

必
要
で
す
。 

来
年
度
も
引
き
続
き 

原
井
小
学
校
の 

応
援
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

「
新
原
井
小
学
校
」
が
始
ま
り
ま
す
。 

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
伴
う
）

「

一
方
通
行
」
の
お
願
い 

 

 

            

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て 

「
六
年
生
を
送
る
会
」 


